
N

AP+99.494m

Dep=20.45m

AP+99。 907耐

Dep=20,45m

珪 井虫
≪

―
― ― _____″

＼

7

＼

/
/ /

/
/

/ /

/ /

AP+99.572m
Dep=20.45m

//
/

/

/

/

/

/
/

/ /
/

＼

ガ
/

/

＼
＼ /

/

/＼

＼ /
/＼

/
//

/＼

/
＼

/

＼

/

/

＼ /

＼ / /
＼ ＼

＼

/
＼ /

＼
＼

//

＼
＼

/

て

/
//

/
＼

＼

/
/

/ /
＼

/

/

＼＼
/

＼

＼ /
＼ ＼

、

▼

一 ⌒

/
＼

＼
ノｆ

ｌ

Ｌ

＼ ＼
、

＼

＼

＼

＼ ＼

/
＼＼

＼ ＼

/
＼

＼

/
＼

＼

/ ＼

＼

＼

/
＼

＼

調査件名
(仮称)玉川学国高齢者在宅サービスセンター

建設に伴 う地質調査業務委託

調査位置 東京都町田市玉川学園 3-3728

図面名称 調 査 位 置 平 面 図 縮  尺 1:250

-83-



ボーリング柱状図

調  査  名

事 募 票 釜 ・

―

‐
牢 ¬

(ゆ   玉 ノII学園 高 韓 宅 ‐1ナーーービ ノ、セ ン タ

ー 建 言設 じこ伴 う 地 質 調 整暑:楽雰雰委 託
ボーリングNo

ン
~

緯

東   経平 成 10年  3月 12日 ～ 10年  3月 13日調査期間

水平 0°

90

普

3728東 京 都 町 田 市 玉 川 学 園 3

地
盤
勾
配

調査位置

ヽ

ノ

/

東

南

引ヒ

2

西

180

方

　

　

向

13U

上

下

0°

角

　

　

度

N o.1

町 田 市 役 所

AP

+99.572¬ 1

2045m

ボーリング名

発 注 機 関

|
孔 口 標 高

総 掘 進 長

，
　
∞
ド
　
‐

掘

進

月

日

〕
一
一
一

一
一
一
〓

３
布

3モ
11言

こ

室
内
試
験

（

採

取

方

法

試

料

番

号

試 料 採 取

深

　

　

度

　

　

ω

名

果上
日

玄
不

験

びよ

試

お

原 位 置 試 験

深

　

　

度

　

　

ω

/

＼

＼

＼

ヽ

Ｘ

〆

／

／

／

９

、

、

(〈

値N

打
撃
回
数
／
貫
入
量

ぐｃｍ，

４

／
鮒

６

イ
３０

２
イ鮒

３
イＲ０

５

イ３０

７

イ
３０

10

30

14

含0

５
／３０

‐

ィ３０

２

イ鮒

‐３
イ鮒

‐８
イ３０

８
イ３０

21

30

18

30

22

R0

２‐

ィ
鮒

‐３
／３０

19

30

10

―
イ∬

―

イ
∬

］
卿

ｌｏｃ

打

Ｉ

イ
∬

‐

／
３０

―

イ
帯

標 準 貫 入 試 験

深

　

　

度

　

　

⑪

11馬

14b

215

Z4b

R15

61b

4 1ri

44b
r115

b,4b

61昂

b4b

71馬

r4b

Rl岳

b4b

915

I

ZU 4も

孔
内

水

位

ω
／

測

定

月

日

記

事

多”
　
　
い

位

　

か

中

　

ら

は

い

軟

量

強

に

欽

糾

辮

るす入混を
軸均一阻

餅
勝
鎌

妙　膨

多

　

変

や

　

に

辟
　
糧

る
欽
　
崎

対
報
　
は

胡
酬
　
糊

位
粒
飲
　
麒
絡

中

の

の

　

の

】ち

鈍燐
・７ｍい鵬鵬

購
，

ヽ
大層互』うカ

い

な

な

層

少

薄

量

を

飲

粧

相

対

桐

度

中

位

の

Ｐ

非

常

に

軟

ら

か

い

ど

硬

い

いう

相

対

密

度

中
位

の

緩

い

？

中

位

の

中

位

の

中

位

の

色

調

暗 茶

茶

褐

Ｐ

暗

茶

灰

暗

茶

淡貢
灰

淡
黄
灰

淡

黄

灰

暗

黄

灰

ど

黄

灰

黄

灰

土

質

区

分

埋 土

日

ム

脱
灰
質
粘
土

吻昆り
粘土

粘土質

鵬

粘

土

混

り

細

砂

中

砂

粘土混

り砂

X

柱

　
　
　
状
　
　
　
図

へψハΨズこ

襟

一一一坤

―

一

深

　

　

　

度

　

　

　

ω

04C

1205

層

厚
　
　
　
ω

04〔

06[

標

一局
　
　
　
　
ｍ
9911

875,

標

　

　

　

尺

　

　

　

ｍ

4

い
〓

】

に

一

つ
々

一

一

一
〓

と 14

一

一

■ 16

117

■ 18

一
〓

120

121



ボーリング柱状図

調  杏  名

学
‐

多 撃 拿
・ 三 I=雲 目 酵

宅 争

(1歩
=Я

シ杯う  三王三ノII学堀 節 封 齢 著 誰 酵 咎 サ ーーー1=ゴ ア、セ ン タ

ー 建 設 とこ付 全う 地 質 調 査 業 務 委 託
ボーリング而

ン
~

緯

東   経平 成 10年  3月 12日 ～ 10年  3月 13日調査期間

鉛
直

９０

輝
区

3728東 京 都 町 田 市 玉 川 学 岡 3

地
盤
勾

配

調査位置

東

引ヒ

南180

27

西

方

　

　

向

剛
上
　
下
ば

角

　

　

度

N o  2

町 田 市 役 所

AP

+99907m

2045m

ポーリング名

発 注 機 関

孔 日 標 高

総 掘 進 長

‐
　
∞
い
　
‐

掘

進

月

日

3モ
巧 :

．

．

　

一

．
　

　

一
　

．

．
　

一

３
萄

室
内
試
験

（

採

取

方

法

試

料

番

号

試 料 採 取

深

　

　

度

　

　

ω

名

果結

験

びよ

試

お

原 位 置 試 験

深

　

　

度

　

　

ω

／
／

ｋ

ヽ

、

ヽ

ё

値N

打
撃
回
数
／
貫
入
量

くｃｍ，

２
イ絲

５

イ鮒

７

イ
３０

７

イ
鮒

７
イ鮒

７
イＲ０

６
イ３２

７
イ３０

８

イＲ０

９
イＲ０

５

イＶ

４

イ
３５

‐３
イ鮒

‐８
イＲ０

‐８
イ３０

16

R0

17

R0

12

R0

‐５
イ鮒

‐８
イ３０

２
イ‐２

２
イロ

―
イ晰

Ｉ

イ
Ｒ

２

イＲ

１

イＲ

２
イ嬌

］
卿

ｌｏｃ

打

１

イ
附

２
イリ

３

イロ

２

イ
Ｗ

標 準 貫 入 試 験

深
　

　

度

　

　

ω

115

l b0

21馬

Z4b

315

34わ

415

44わ

51「ュ

b4b

F,1蜀

04う

715

r4r

815

も4b

qI昂

ιυ it

ιU 4t

孔
内

水

位

ω
／

測

定

月

日

とり

記

事

る

土

す

合

入

混

混

の

を

韓

］

と

の

ム

量
一
少

口

極

勇蜂
期
鰤

雖計誦灯
‐２癌

相

対

桐

度

ち

い

Ｔ
位

の

中

位

の

Ｐ

硬

い

】う

い

軟

か

相

対

密

度

中

位

の

色

調

暗
　
黒

黒

褐

黄

褐

Ｐ

暗

褐

灰

褐

褐

灰

土

質

区

分

埋

土

黒
は
く

□

ム

質灰

土

凝

粘

粘

土

質

細

砂

∨

柱

　

　

　

状

Ｗ
／

‐
／
日
膨ヽ

一瑞
い‐‐‐‐術

韓

ヽへしA

ヘー 石

箕 V全や

深
　

　

　

度

　

　

　

ω

層
　
　
　
厚

　

　

　

く‐・．＞

標

　

　

　

一局
　

　

　

ｍ

標

尺
　
　
　
　
ｎ

4

一

一

■ 11

一
Ｆ

一　

一

114

一
一
一
一
マ
一
「
´
・
二

・
・
・
ヤ
一
´
・
・
・
一
〓
・
・
・
一
・
・
・
〓
一
・
・
・
・
一
・
・
・
・
一
・
・
一
・
一
・
）
・
・
一
・
・
・
■



ボーリング柱状図

調  査  名

事 業

。

一

(仮称 )  玉 ,II学園 高 齢 者 イf_宅サ ーーービ /、とと至ン タ

ー 建 言設 しこ伴 う 地 質 言用査 業 務 委 託
ボーリングヽ o

シートNo

封ヒ     漁単

東   経平 成 10年  3月 16日 ～ 10年  3月 19日調査期間

鉛
直

９０

水平

3728東 京 都 町 田 市 玉 川 学 園 3

地
盤

勾
配

調査位置

束

0ヤ引ヒ

南180

2

西

方

　

　

向
下

ド

180~

上
角

　

　

度

N o  3

町 田 市 役 所

AP

+99494m

2045m

ボーリング名

発 注 機 関

孔 日 標 高

総 掘 進 長

∞
〇
　
‐

掘

進

月

日

3

再

3

Tほ

室
内
試
験

（

採

取

方

法

①

　

　

①

①

試

料

番

号

3-|

3-2

3-3

試 料 採 取

深

　

　

度

　

　

く‐・．＞

300

43b

500

14と t

試 験 名

および結果

原 位 置 試 験

深
　

　

度

　

　

⑪

＞

／

―＼

／

φ

ｌ

く

＼

値N

打
撃
回
数
／
貫
入
量

ぐｃｍナ

２

イ部

２

イ
削

４

イ鮒

４

イ
３０

４

イ制

学
半
砺
ィ３３

５

イＶ

９
イ３０

９
イ鮒

５

イ３３

３
イ３０

２
イ４５
３
イ
Ｖ

９
イ３０

10

R0

R0

15

８
イ鮒

９
イ制

‐
イ７

‐
オ６

１

／
■

十
ィ７
イ‐３

１

イＲ

‐

イ
‐５

Ｉ

″
―

２

／
＝

‐

イ
７

‐
イ８

歩斗
言

２

イＷ

‐

イ
８

１

イ
晰

‐

ィ２０

10cmこゅ

打撃回数

‐
ィ
２０

１

イ
朋

２

イ
‐７

２
イヽ

歩
半

２

イ
ロ

２

イヽ

２

イ
晰

‐

ィ２５

―

イＷ

標 準 貫 入 試 験

深

　

　

度

　

　

⑪

I IS

l bU

215

とb4

450

4b3

595

665
696

型
辮
而

も4も

915

01

II

iZ 4と

1305

133b

144n

1485
1515

孔
内

水

位

くｎ．”
／

測
定

月

日

ており、色調変化がみ

卜や雲母片を少量混入す

言己

事

ローム主体の堀ll_

全体に舌隣■ている

所々に黒ぼく土を混入する

全体に均質で、軟弱である

やや不均質なロームである

浮石やスコリアを少量混入する

2 8～ 3 01n間は暗褐色を呈する

4,Om付近より浮石や酸化物をや

や多く混入する

9.Om付近は混入物がやや少なく

なる

12.2～ 124m間は浮石を層状

イこ脇 、する

全体にやや硬質である

下部はスコリアや浮石をやや多く混

入する

13.3～ 135m間は粘土を挟在
する
13.5m付 近より不均質となり、
浮石を多量に混入する
全体に若子の粘性を有し、軟弱であ
る
15,Om付近より若干の砂を混入
する

全体に微細砂をやや多く混入する

浮石やスコリアを少見混入する

17 0m付近より所々酸化されて

いる

所 酸々化しており、色調変化有り
砂の粒子は細かく、全体及び層状に
粘上を混入する

相

対

桐

度

非
常
に
軟
ら
か
い

軟

ら

か

い

ど

中

位

の

ど

軟

ら

か

い

軟

】う

か
　
い

硬

相

対

密

度

中
位

の

緩

い

綾

い

色

調

暗

褐

黒

褐

黄

褐

灰

褐

褐
一
灰

褐
一
灰

褐

灰

褐

灰

土

質

区

分

埋

土

義
ほ

く

ム

凝

灰

質

粘

土

砂

質

粘

土

粘土質

砂混り

シルト

レ/ル |ヽ

8り
細

▽

図

柱

　

　

　

状

】一

´`‐・ヽ ′A

―

一義一ピ養 会 ‐

深
　

　

　

度

　

　

　

ω

20℃

2 RC

lR An

160〔

178C

188C

197t

2045

層

厚
　
　
　
ｍ

20〔

O Rf

1050

,7∩

18〔

10〔

09〔

07F

974`

標

一局
　
　
　
　
ω

966`

8619

RR 4q

816〔

806〔

797'

7q OJ

標

　

　

　

尺

　

　

　

ｍ

■ 10

}11

と 12

■ 13

■ 14

■ 15

116

117

■ 18

119

■20

■21

4

・
・
・
・
一
マ
・
一
二




